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１．は じ め に

　われわれ食育実践研究チームは、将来、保育
士や栄養士をめざす学生に対し、食育の実践力
と他職種との連携力をいかにして育成するかに
関して、2007年より各種調査や共同授業、講演
会、イベントの開催など様々な取り組みを通し
て検討してきたが1）～ 3）、各々の養成課程のカリ
キュラムでは実践的な学びの場が少ないことが
問題点として挙げられた3）。
　そこで、2009年度は所属学科でわれわれが担
当しているⅡ回生次の保育ゼミ（幼児教育学科）
と食生活研究（家政学科食物栄養専攻）のゼミ
との共同ゼミ活動として、「保育園における食
育の実践」をテーマに学生主体の食育活動に取
り組んだ。前報3）と同様、学生にはこの取り組
みを通して食育の実際を主体的・体験的に学ば
せ、将来、食育に携わる者としての食意識を高
めること、企画や運営など共同で行う活動に参
加することで、各々の学科・専攻の特色や専門
性の活かし方、連携の重要性を学び、相互の連

携力が養われることを目的とした。この実践活
動が、食育に関わる学生の意識の共有化や実践
力、連携力を培う上で効果が得られたかを検討
した。

２．方法（活動の概要）

（１）指導教員、学生の構成

指導教員： 幼児教育学科１名、食物栄養専攻２名
学生：保育ゼミ（中島ゼミ） ２グループ16名
　　　食生活研究（浅野ゼミ） １グループ 6名
　　　　　　　　（坂本ゼミ） ２グループ 8名

計　30名
　いずれのゼミの学生も、活動趣旨の説明を聞
いたうえで参加を希望した者である。
　保育園での食育は、ゼミごとに「実践グルー
プ」を編成しグループ単位でテーマを決め実施
した。

（２）協力保育園

　当短大近隣の保育園２園（宇治市、京都市）
の園長、保育主任に本取り組み「保育園におけ
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る食育の実践」の趣旨を説明し、理解と協力を
得た。また、１園については栄養士より食育の
年間計画と実施状況について説明を受けた。
　実施に当たっては、園の年間計画、食育実施
状況、園児・保護者の関心度などを双方で検討
し、実施時期や内容等を決定した。

（３）活動計画

　2009年４月から2010年１月の期間に、表１の
内容をゼミ単独または合同で、学内と協力保育
園で実施した。
　実施時間は保育園の訪問・見学時や食育実践
時以外は、正規時間割の食生活研究（火曜日７
～９時限）、保育ゼミ（火曜日９～ 10時限）の
時間帯で行った。合同ゼミを行う場合は、全メ
ンバーが揃う９時限から開始した。

活動時期 合同ゼミで実施した内容 ゼミ単独で実施した内容

４月～５月

・活動の概要説明（ゼミ教員）
・合同ゼミのグループ分け、自己紹介
・取り組みについての話し合い
・保育園の食育の現状を知る活動
　（私立保育園栄養士との懇談会）

・調べ学習の発表会と意見交換

・調べ学習（各専攻の専門分野から
　　　幼児期の特徴にアプローチ）

・実践する食育のテーマと内容の検討
・テーマ決定後は、関係資料の収集と
各種調査活動

６月 ・保育園の訪問
　　給食や栽培活動の見学

・実践に向けての準備活動
　食育劇の台本や媒体作製、料理の試作や
配布物の作製７月～ 10月 ・食育劇練習の見学

11月～ 12月 ・保育園において食育劇の実践 ・調査報告、お話会の実施
・小冊子、レシピ集の配布１月 ・実践活動の報告会、振り返り

表１．活動計画

３．事前・事後指導の取り組み

（１）活動の進め方と他専攻との交流

　４月に第１回合同ゼミを行い、教員が活動目
的や実施計画などを説明し、取り組み方につい
て共通理解をはかった。また、保育園で食育を
行う実践グループとは別に、両学科・専攻混成
の「合同ゼミグループ」を編成して話し合いの
時間を持ち、学科・専攻間のコミュニケーショ
ンや意識の共有化がはかれるようにした。

（２）子どもの食と食育活動の現状理解

　京都市内の私立保育園に勤務する栄養士（本
学卒業生）より、保育現場の子どもの食と食育
の実施状況について話しを聞いた。献立表、給

食便りなどの資料や、保育士と連携して行って
いる食育活動時の写真などから現状を学び、幼
児期の食に対する関心度や食行動への理解を深
めることができた。

写真１．幼教と食物の学生の話し合い
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（３）調べ学習の発表会と意見の交換

　ゼミごとに、幼児期の発達の特徴や食生活の
問題などに関するテーマを設定し、調べたこと
をまとめ、パワーポイントを使用して発表した。
各学科・専攻での専門分野の学びが活かされた
内容であった。
　また、提起された問題から、どの様な内容の
食育が必要かを合同ゼミグループで話し合い、
意見の交換を行った。検討内容が実践に反映で
きるように計画したが、時間不足のため深め方
が十分でなかった点が残念であった。
〔調べ学習のテーマ〕
　①京都府下保育園の食育活動調査結果の概要
　②子ども（３歳～５歳児）の発達の特徴
　③子どもたちの食の問題
　　偏食・アレルギー・咀嚼・肥満
　④ 子どもが好きなおやつ、望ましいおやつ

（４）保育園の訪問・見学

　食育を行う保育園の子どもの様子と保育環境
を理解するため、６月下旬から７月初旬にかけ
て協力保育園２園を訪問し、園長先生と保育主
任の先生から説明を受けた。また、園内を見学
し、園児の様子や給食の状況、栽培活動の取り
組みを実際に見ることができ、食育の内容を具
体化するのに大変参考になった。食物栄養専攻
の学生は幼児期の子どもと関わることがほとん
どないので、実情を知る貴重な機会となった。写真２．保育園の栄養士さんを囲んで

写真３．発表風景

写真４．栽培活動見学

写真５．栄養士さんの食育

（５）実践活動の報告会

　事後指導として、各実践グループが取り組ん
だ食育活動について良かった点、悪かった点、
苦労したこと、学んだことなどを合同ゼミグル
ープで話し合い、振り返りを行った。
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４．実践した食育の内容

　表２に各グループが協力保育園で実践した食
育の内容を示した。食物栄養専攻の２グループ
は食生活上の注意点を取り入れた料理やおやつ
のレシピを各々小冊子にまとめ、保護者に情報
の提供を行った。レシピ集には、試作を行って
目的にあった美味しい料理をとりあげた。また、
正確な情報をわかりやすく伝えるための工夫が
見られた。もう１グループは聞き取り調査を行

い、結果を踏まえた食指導を園児に対して行っ
た。幼児教育学科の学生は、２グループとも園
児を対象に、食材を題材にした食育劇を行った。
絵本を参考にして子どもが関心を示す媒体を作
り、音楽を効果的に取り入れ表現力豊かに劇を
行うことができた。限られた時間内で園児の理
解度に適した食育劇にすることができた。（1）
～（3）に実践の様子と学生のコメントを示し
た（写真６～写真８）。

（１）「レシピ集」、「小冊子」と学生のコメント

表２．実践した食育の内容

学科・専攻 方法 対象 実践した食育の内容

A．食物栄養
（６名） レシピ集 保護者

「保育園児が喜ぶおやつ」
おやつの意義・目的と望ましいおやつの条件を備えたメニューを考
案し、保護者に参考にしてもらえるようにわかりやすくきれいなレ
シピ集としてまとめ配布した。

B．食物栄養
（６名）

小冊子
（食情報と
レシピ集）

保護者

「いっぱい食べて、いっぱい噛んで元気になろう」
子どもの咀嚼力を育むために、咀嚼回数が増える食材を使用したレ
シピと食生活の注意点をまとめた小冊子を作製し、保護者に配布し
た。

C．食物栄養
（２名）

調査と
お話会 園児 聞き取り調査からわかった園児の嫌いな食材を題材にして、媒体を

使用してお話会を行い、好き嫌いを無くす取り組みを実践した。

D．幼児教育
（10名）

食育劇
（15分） 園児

「どうぞのイス―季節の旬の野菜を知ってもらおう―」
香山美子の絵本を参考に、テーマにあったストーリー、振り付け、
音楽、小道具を作製し上演した。

E．幼児教育
（６名）

食育劇
（15分） 園児

「月曜日は何食べる？―野菜嫌いをなくそう―」
エリック・カールの絵本を参考に、子どもが理解しやすく興味を示
すストーリー、振り付け、音楽、小道具を作製し上演した。

写真６．レシピ集、小冊子と学生のコメント
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（２）食育劇「どうぞのいす」と学生のコメント

写真７．食育劇「どうぞのいす」と学生のコメント
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（３）食育劇「月ようびはなにたべる」と学生のコメント

写真８．食育劇「月ようびはなにたべる」と学生のコメント
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５．ま　と　め

　「保育園における食育の実践」をテーマに学
生主体の食育活動を共同ゼミ活動として行い、
実践的な学びを体験できるようなプログラムを
試行した。
　まず、実践活動スタート時に合同でゼミを行
い相互のコミュニケーションをはかったこと
や、各々の学科・専攻で学んできた専門領域よ
り食育に必要な知識を調べて発表、話し合いを
行ったことは、知識を共有することの必要性と
各々の専門性を明確にし、他職種が連携して食
育を行うことの重要性を理解する機会となっ
た。連携に関しては、幼児教育学科の食育劇を
見学した食物栄養専攻の学生から、「栄養士が
子どもに伝えたいことを、このような方法で保
育士に伝えてもらえれば楽しく食育ができると
思いました。栄養士と保育士の連携の意味がよ
くわかりました。」との気づきがあったことも
合同ゼミの成果の一つと言える。
　一方、主体性という面では学生たちの意欲や
意識に差があり課題も多かった。本取り組みの
趣旨を理解して参加しているにもかかわらず、
取り組み姿勢に個人差が見られた。準備段階で
よりその傾向が見られたが、食育劇においても、
レシピ集や小冊子の作製においても、実施後の
達成感が大きかったので、経験を繰り返し積む
ことが実践力や連携力の涵養に繋がると考え
る。

　保育園における食育実践活動は初めての試み
であったが、学科・専攻の専門性を活かした取
り組み方ができた。今回、学生の意識が取り組
みの前後でどの様に変化したかを十分把握でき
なかったが、食育の実際を体験的に学ばせるこ
とは、子どもたちの食への興味や関心の高さを
具体的に知ることができた点で有効であったと
考える。また、幼児教育学科の学生には「食」
に向き合うきっかけとなる点でも教育効果があ
ったといえる。
　連携力育成のために他学科・専攻との共同活
動の継続には、前報3）でも報告したが時間的な
制約をいかに解決し、学生の活動時間やゼミ間
で共有する時間を増やせるかという点にある。
今後も問題点を検討し、実践的な学びの機会づ
くりを試行していきたい。

　尚、本研究は京都文教短期大学研究助成、科
学研究費（萌芽研究）の助成を受けて実施した
ものである。
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